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周
易
抄
に
つ
い
て
の
國
語
學
的
考
察
鈴
木
博
こ
の
小
稿
は
、
室
町
時
代
に
柏
舟
宗
趙
が
講
じ
た
周
易
抄
の
古
寫
本
の
申
で
、
主
と
し
て
建
仁
寺
兩
足
院
藏
本
(以
下
A
本
と
い
う
)
と
土
井
忠
生
博
士
藏
本
(以
下
B
本
と
い
う
)
と
を
國
語
學
的
立
場
か
ら
比
較
し
た
も
の
の
一
端
で
あ
る
。
柏
舟
の
講
じ
た
周
易
抄
の
諸
本
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
足
利
衍
述
氏
『
鎌
墓
町
時
代
の
鏝
』
・
「抄
物
目
録
ω
」
(薗
語
國
蕘
缶
月
)
・
阿
部
墮
氏
「
獣
鏘
室
町
時
代
邦
人
撰
述
漢
籍
注
釋
書
類
に
つ
い
て
」
(『
ビ
ブ
リ
ア
』
35
年
6
月
)
な
ど
に
、
ほ
ぼ
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
卑
見
の
も
と
に
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
兩
足
院
藏
二
跋
本
六
卷
六
冊
②
慶
應
義
塾
圖
書
館
藏
二
跋
本
③
國
會
圖
書
館
藏
二
跋
本
六
卷
六
冊
④
天
理
圖
書
館
藏
二
跋
本
四
卷
(卷
一
～
卷
四
)
二
冊
㊧
京
大
國
文
研
究
室
藏
二
跋
本
二
卷
(卷
五
.
六
)
一
冊
前
竭
④
と
一
體
の
も
の
周
易
抄
に
つ
い
て
の
國
語
學
的
考
察
一
四
一
一
四
二
⑤
成
簀
堂
文
庫
藏
二
跋
本
六
卷
三
冊
⑥
國
會
圖
書
館
藏
一
跋
本
六
卷
合
三
冊
⑦
東
京
教
育
大
學
藏
無
跋
本
⑧
大
東
急
記
念
文
庫
藏
無
跋
本
六
卷
六
冊
⑨
慶
大
斯
道
文
庫
藏
無
跋
本
⑩
成
簣
堂
文
庫
藏
六
卷
六
冊
⑪
國
會
圖
書
館
藏
第
一
増
補
本
元
龜
四
年
寫
六
卷
合
三
冊
⑫
足
利
學
校
遺
跡
圖
書
館
藏
第
二
増
補
本
慶
長
中
寫
六
卷
三
冊
⑬
天
理
圖
書
館
藏
(橋
本
進
吉
博
士
旧
藏
)
第
二
増
補
本
六
卷
六
冊
⑭
土
井
忠
生
博
士
藏
第
二
増
補
本
六
卷
六
冊
⑮
京
大
圖
書
館
藏
四
冊
(卷
一
。
四
.
五
.
六
)
柏
舟
原
本
と
増
補
本
と
の
混
合
し
た
も
の
で
卷
三
缺
。
卷
二
は
清
原
宣
賢
自
筆
の
講
抄
本
で
、
こ
れ
は
天
理
圖
書
館
藏
の
九
冊
と
合
わ
せ
て
全
卷
揃
い
と
な
る
。
⑯
内
閣
文
庫
藏
古
活
字
版
無
跋
本
六
卷
六
冊
⑰
叡
山
文
庫
藏
古
活
字
版
無
跋
本
六
卷
合
三
冊
⑱
慈
眼
堂
藏
古
活
字
版
無
跋
本
右
の
中
⑯
～
⑱
の
古
活
字
版
を
除
け
ぼ
す
べ
て
寫
本
で
あ
る
。
二
跋
本
と
い
う
の
は
卷
尾
に
次
の
柏
舟
の
識
語
二
篇
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
文
明
丁
酉
十
月
廿
一
日
始
之
、
十
一
月
十
七
日
絡
之
、
自
到
絡
、
与
景
徐
麟
藏
主
講
罷
校
雌
、
夜
以
繼
日
、
余
過
孚
聽
瑩
閣
筆
者
多
、
到
篩
角
處
、
令
景
徐
連
誦
數
過
、
或
添
或
創
、
蓋
余
所
筆
乃
景
徐
所
筆
也
、
而
義
理
之
異
、
鳥
焉
之
同
、
後
之
見
者
、
正
其
誤
、
可
也
予
昔
於
武
州
箕
田
縣
、
就
希
禪
々
師
學
易
、
時
三
十
一
歳
也
、
今
以
余
所
學
易
、
井
三
ケ
秘
訣
、
盡
以
奉
授
小
補
与
景
徐
老
、
無
餘
薀
矣
、
蓋
余
易
小
補
之
易
也
、
第
恐
所
聞
寡
陋
、
不
適
小
補
之
意
也
、
文
明
丁
酉
十
一
月
廿
七
日
柏
舟
叟
宗
趙
右
は
①
の
A
本
に
據
つ
た
の
で
あ
る
が
、
本
に
よ
つ
て
は
一
、
二
文
字
の
相
違
す
る
も
の
が
あ
る
。
阿
部
氏
は
二
跋
本
の
筆
頭
に
⑤
の
成
簣
堂
文
庫
藏
本
を
竭
げ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
跋
文
二
つ
が
存
す
る
か
否
か
、
ま
だ
こ
れ
を
現
藏
す
る
お
茶
の
水
圖
書
館
か
ら
閲
覽
の
機
を
與
え
ら
れ
な
い
の
で
確
認
し
得
な
い
。
『成
簣
堂
善
本
書
目
』
23
～
24
頁
に
よ
れ
ば
、
⑤
は
撰
者
(す
な
わ
ち
柏
舟
)
自
筆
の
由
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
示
さ
れ
て
い
る
識
語
は
後
の
方
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
左
の
傍
線
部
の
よ
う
に
字
の
違
つ
て
い
る
個
所
が
あ
る
。
　
ぼ　
　
予
昔
於
武
州
箕
田
縣
、
就
希
禪
之
師
、
學
易
、
時
三
十
一
歳
也
、
今
以
余
所
學
易
井
三
ケ
秘
訣
、
盡
以
奉
傳
於
小
補
翁
与
景
徐
回
1
㎏
1
老
旡
餘
薀
矣
、
盖
余
易
小
補
之
易
也
、
第
恐
所
聞
寡
不
陋
適
小
補
之
意
也
、
w
文
明
丁
酉
十
一
月
廿
一
日
柏
舟
叟
宗
趙
こ
の
後
の
方
の
跋
文
だ
け
を
も
つ
前
竭
O
s
l
跋
本
阿
部
氏
は
二
跋
の
申
の
後
の
方
を
缺
く
の
を
一
跋
本
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
ー
を
見
る
と
、
b
c
d
ほ
一
致
す
る
。
し
か
し
f
は
、
⑥
で
は
「
文
明
丁
酉
拾
一
月
廿
七
日
」
と
あ
つ
て
①
と
一
致
し
て
い
る
。
⑳
で
も
「
廿
七
日
」
で
あ
つ
て
㊧
は
ほ
と
ん
ど
①
と
一
致
す
る
け
れ
ど
も
、
b
c
の
個
所
は
「
奉
於
」
周
易
抄
に
つ
い
て
の
國
語
學
的
考
察
一
四
三
一
四
四
と
あ
り
、
「
於
」
の
左
傍
に
・
と
し
、
そ
し
て
右
傍
に
小
さ
く
「
授
」
と
記
し
て
い
る
ー
⑤
が
①
よ
り
も
ま
さ
る
本
文
を
有
す
る
か
ど
う
か
は
、
將
來
の
研
究
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
跋
文
に
よ
つ
て
、
柏
舟
が
足
利
學
校
に
お
い
て
希
禪
々
師
(A
一
4
ウ
に
「
喜
禪
」
と
あ
る
の
と
同
じ
人
)
か
ら
易
を
學
び
(
三
+
一
歳
)
、
の
ち
文
明
九
年
〈
一
四
七
七
〉
に
(
近
江
山
上
の
曹
源
寺
で
)
易
と
秘
訣
と
を
小
補
(横
川
)
・
景
徐
に
傳
授
し
た
こ
と
、
な
ら
び
に
こ
の
抄
が
主
と
し
て
景
徐
の
筆
録
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
(
柏
舟
に
つ
い
て
は
『鎌
倉
室
町
時
代
の
儒
教
』
六
三
四
頁
以
下
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
)
。
さ
て
①
～
⑩
(
お
よ
び
⑯
～
⑱
)
の
原
本
系
に
對
し
て
、
⑪
～
⑭
は
足
利
氏
の
い
わ
ゆ
る
増
補
本
系
で
あ
る
。
増
補
本
系
に
は
抄
文
の
増
補
改
變
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
A
本
に
ア
吁
ハ
ヲ
ン
ノ
ト
ヨ
ム
ソ
、
物
ヲ
ウ
ケ
ゴ
ハ
イ
テ
物
怪
カ
ナ
ト
云
心
ソ
(
A
四
45
オ
)
と
あ
り
、
④
で
も
同
樣
に
あ
る
が
、
B
本
で
は
ヲ
ン
ノ
ト
云
ハ
モ
ノ
ヲ
ウ
ケ
コ
ワ
ヌ
辭
尚
書
二
堯
日
ヲ
ン
ノ
ト
ア
ル
ゾ
呼
ハ
(
B
四
43
オ
)
ヲ
ン
ノ
ト
ヨ
ム
ゾ
モ
ノ
ヲ
ウ
ケ
コ
ハ
イ
デ
物
怪
カ
ナ
ト
云
心
ゾ
と
あ
り
、
双
行
に
記
さ
れ
た
部
分
の
右
側
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
原
本
系
が
濁
點
を
ほ
と
ん
ど
打
た
な
い
の
に
比
し
て
埆
補
本
系
が
き
わ
め
て
豊
富
に
濁
點
を
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
つ
て
、
濁
點
が
豊
富
に
施
さ
れ
て
い
る
抄
物
が
數
少
な
い
點
か
ら
し
て
、
増
補
本
系
の
か
か
る
状
態
は
國
語
學
的
に
な
か
な
か
有
盆
で
あ
る
。
た
と
え
ぼ
父
ノ
心
モ
マ
ツ
カ
ウ
デ
ア
ラ
ウ
圃
心
得
テ
セ
ウ
ゾ
(
B
二
2
ウ
)
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
格
助
詞
「
と
」
や
接
續
助
詞
「
て
」
な
ど
が
長
音
の
下
に
つ
い
た
時
は
、
た
い
て
い
濁
點
が
施
さ
れ
て
い
て
連
濁
現
象
を
お
こ
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
(
土
井
博
士
『
日
本
語
の
歴
史
』
一
六
一
頁
参
照
)
。
ま
た
『
大
辭
典
』
(夲
凡
瓧
)
で
は
清
音
形
で
標
出
さ
れ
て
い
る
動
詞
「
サ
チ
ガ
ク
」
が
、
B
本
な
ど
か
ら
の
證
例
に
よ
つ
て
濁
音
形
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
述
べ
た
ご
と
く
で
あ
る
(拙
稿
「
四
河
入
海
に
つ
い
て
」
ー
『
國
語
國
文
』
41
年
5
月
)
。
そ
の
他
、
助
詞
「
コ
ソ
」
お
よ
び
禁
止
表
現
の
「
ナ
…
…
ソ
」
の
場
合
の
「
ソ
」
に
濁
點
を
施
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
例
を
擧
げ
る
と
、
澤
ハ
水
ガ
ア
ツ
テ
訓
洲
ナ
レ
、
ヒ
カ
ワ
イ
テ
水
ノ
ナ
イ
ハ
困
シ
タ
ナ
リ
ゾ
(B
五
17
オ
)
、
君
子
ハ
險
難
ナ
處
ヘ
ハ
ナ
進
ミ
ゾ
(B
四
4
ウ
)
こ
れ
ら
は
誤
濁
と
見
る
に
は
用
例
が
多
す
ぎ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
「
コ
ゾ
」
や
「
ナ
…
…
ゾ
」
の
例
は
他
の
抄
物
に
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
あ
な
が
ち
B
本
の
特
異
な
現
象
で
は
な
い
。
本
文
冒
頭
に
「
天
文
第
五
丙
申
く
一
五
三
六
V
正
月
廿
九
日
外
記
環
翠
軒
講
焉
」
と
あ
る
清
原
宣
賢
講
抄
の
『
日
本
書
紀
抄
』
(佛
敏
大
學
國
文
研
究
室
藏
。
外
題
「
環
翠
抄
上
」
。
義
應
の
筆
)
と
、
永
祿
十
二
年
く
一
五
六
九
V
文
之
玄
昌
自
筆
の
『襟
帶
集
』
(成
簣
堂
叢
書
)
と
か
ら
左
に
引
こ
う
。
引
御
覽
ジ
洲
ト
云
タ
ル
ニ
情
コ
ワ
ニ
御
覽
シ
タ
ル
心
ヲ
見
タ
ル
也
(環
翠
抄
34
ウ
)
蝸
牛
力
出
入
ス
ル
コ
ゾ
圓
通
二
出
入
シ
タ
ヨ
(襟
帯
集
、
本
文
17
オ
)
「
こ
そ
」
の
語
源
に
關
し
て
は
、
「
コ
"
此
、
ソ
日
ゾ
」
と
い
う
石
田
春
昭
氏
の
説
が
あ
り
(「
コ
ソ
ケ
レ
形
式
の
本
義
(
下
)
」
ー
『
國
語
と
國
文
學
』
14
年
3
月
)
、
ま
た
「
な
…
…
そ
」
の
「
そ
」
に
つ
い
て
も
係
助
詞
「
ぞ
」
と
同
質
の
も
の
と
い
う
見
方
が
あ
る
(
木
枝
増
一
氏
『
高
等
國
文
法
要
詭
・器
篇
』
四
七
一
頁
)
。
と
す
れ
ぼ
「
コ
ゾ
」
や
「
ナ
…
…
ゾ
亅
の
存
在
も
本
源
的
に
は
敢
え
て
異
と
す
る
に
足
り
な
ヲ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
毛
知
れ
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
B
本
の
「
ヤ
マ
ス
シ
テ
徇
ヲ
モ
行
ハ
ウ
ド
セ
バ
ワ
ル
カ
ラ
ウ
ゾ
」
(
B
五
18
オ
)
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
れ
と
同
樣
に
濁
つ
て
い
る
⑮
の
京
大
藏
本
が
、
「
コ
ソ
」
や
「
ナ
…
…
ソ
」
で
は
濁
點
を
施
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
や
は
り
濁
音
の
「
コ
ゾ
」
や
「
ナ
…
…
ゾ
」
は
あ
ま
り
普
遍
的
な
現
象
で
も
な
か
つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
周
易
抄
に
つ
い
て
の
國
語
學
的
考
察
一
四
五
一
四
六
範
囲
に
限
つ
て
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
B
本
は
次
引
の
よ
う
に
横
川
禪
師
の
説
や
一
柏
上
人
の
説
な
ど
が
散
見
す
る
の
で
、
足
利
氏
の
分
類
に
從
え
ば
第
二
増
補
本
に
屬
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
足
利
氏
は
第
一
増
補
本
の
増
補
者
は
横
川
か
あ
る
い
は
そ
の
徒
と
推
測
さ
れ
、
こ
れ
を
さ
ら
に
増
補
し
た
第
二
増
補
本
の
増
補
者
は
、
足
利
學
校
の
關
係
者
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る
(前
掲
書
八
五
六
頁
)
。
横
川
日
孔
子
ノ
尋
常
ハ
彖
ハ
先
ツ
卦
ノ
名
ヲ
云
テ
其
後
重
明
カ
ラ
卦
ノ
徳
ヲ
云
、
嘆
美
ガ
先
ツ
出
ダ
セ
タ
ゾ
(B
三
36
ウ
)
一
拍
ノ
抄
二
念
比
二
毎
卦
ア
レ
ド
モ
ア
マ
リ
ク
ド
イ
程
ニ
カ
キ
ク
ワ
ヘ
ヌ
ゾ
(B
四
3ー
ウ
)
右
の
前
者
に
つ
い
て
は
、
し
か
し
な
が
ら
原
本
系
の
A
本
(三
5
身
)
に
も
、
ま
た
④
に
も
、
は
じ
め
の
「
横
川
日
」
が
な
い
だ
け
で
同
樣
の
文
が
あ
り
、
足
利
氏
の
言
う
第
一
増
補
の
具
體
的
裏
付
け
を
、
増
補
本
系
に
「川
日
」
「川
云
」
「川
義
」
「
川
」
な
ど
と
あ
る
個
所
に
つ
い
て
一
々
原
本
系
ど
當
た
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
求
め
確
あ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
後
者
の
一
柏
読
に
つ
い
て
は
、
ま
た
先
天
後
天
并
河
圖
洛
書
之
圖
大
衍
數
等
、
一
白
啓
蒙
ノ
抄
二
詳
也
(B
一
ー
オ
)
等
の
よ
う
に
も
引
例
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
一
白
啓
蒙
ノ
抄
」
と
い
う
の
は
『易
學
啓
蒙
通
釋
口
義
』
(京
大
圖
書
館
清
家
文
庫
に
全
七
冊
申
の
卷
二
の
一
冊
だ
け
が
所
藏
。
一
柏
講
、
月
舟
聞
書
、
宣
賢
筆
。
ほ
と
ん
ど
漢
文
体
)
の
ご
と
き
か
と
思
わ
れ
る
。
一
柏
の
講
が
行
な
わ
れ
た
の
は
永
正
±
年
▲
五
西
v
の
頃
の
よ
う
で
(髢
短
奩
斎
鑾
轡
顎
館
難
馨
列
簽
二桃
抄
』
の
大
斃
信
氏
解
題
九
頁
)、
し
た
が
つ
て
第
二
増
補
本
の
成
立
は
そ
れ
以
後
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
二
A
本
と
B
本
と
の
抄
文
を
比
較
し
て
見
い
だ
さ
れ
る
相
違
の
う
ち
、
國
語
學
的
に
問
題
と
な
る
オ
段
長
音
の
開
合
と
二
段
活
用
動
詞
の
一
段
化
と
を
主
と
し
て
取
上
げ
よ
う
と
思
う
。
四
つ
が
な
に
つ
い
て
の
混
同
は
見
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
オ
段
長
音
の
開
合
の
混
同
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
B
本
に
i
全
體
の
比
率
の
上
か
ら
は
僅
少
で
あ
る
け
れ
ど
も
1
1
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
個
所
を
A
本
に
就
い
て
當
た
つ
て
み
る
と
、
す
べ
て
混
同
と
言
う
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
封
比
し
て
示
そ
う
。
ま
ず
B
本
に
お
い
て
開
音
を
合
音
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
此
卦
ニ
ア
タ
ラ
ハ
我
カ
ワ
ル
ウ
テ
恥
ヲ
カ
・
ウ
ソ
(
A
五
幹
ウ
)
{此
卦
二
當
ラ
バ
我
ガ
ワ
ル
ウ
テ
恥
ヲ
カ
コ
ウ
ゾ
(B
五
34
オ
)
上
へ
奉
公
セ
ウ
ト
ハ
云
ハ
イ
テ
下
ヲ
養
ハ
ウ
ス
コ
ト
ハ
カ
リ
ヲ
ス
ル
ポ
ト
ニ
(
A
三
39
ウ
)
{上
へ
奉
公
セ
イ
デ
ト
ハ
云
ハ
イ
デ
下
ヲ
養
ナ
ヲ
ウ
ズ
事
バ
カ
リ
ヲ
ス
ル
程
二
(
B
三
26
オ
)
イ
カ
ニ
行
ナ
ハ
ウ
ト
ス
ル
ト
モ
叶
マ
イ
ソ
(
A
三
30
オ
)
{イ
カ
ニ
行
ヲ
ウ
ト
ス
ル
ト
モ
叶
マ
イ
ゾ
(B
三
20
オ
)
是
非
ニ
ツ
ケ
テ
三
ト
爭
ソ
ワ
ウ
ト
云
ホ
ト
ニ
ソ
(A
15
オ
)
{是
非
ニ
ツ
ケ
テ
三
ト
爭
ヲ
ウ
ト
云
程
ニ
ゾ
(B
五
1ー
オ
)
惡
心
ヲ
起
シ
テ
天
下
ヲ
モ
ト
ラ
ウ
ソ
(
A
五
14
ウ
)
{惡
ヲ
起
シ
テ
天
下
ヲ
モ
ト
ウ
ド
セ
ウ
ゾ
(
B
五
10
ウ
)
周
易
抄
に
つ
い
て
の
國
語
學
的
考
察
一
四
七
一
四
八
物
ノ
命
ヲ
モ
ラ
サ
ヌ
ソ
(
A
ニ
ー6
ウ
)
{物
ノ
命
ヲ
モ
ヲ
サ
ヌ
ソ
(
B
ニ
ー
ウ
)
最
後
例
は
、
④
で
も
A
本
と
同
樣
に
「
天
ノ
四
時
春
夏
秋
冬
ノ
徳
カ
ア
ツ
テ
モ
ノ
ヲ
モ
ラ
サ
ヌ
樣
ニ
ス
テ
ヌ
ソ
、
物
ノ
命
ヲ
モ
ラ
サ
ヌ
ソ
」
と
あ
つ
て
、
B
本
は
誤
寫
の
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る
(
そ
の
直
前
の
例
は
㊨
で
は
「
惡
ヲ
起
シ
テ
天
下
ヲ
モ
ト
ラ
ウ
ト
セ
ウ
ソ
」
と
あ
つ
て
、
問
題
の
個
所
は
A
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
他
は
B
本
と
同
じ
と
こ
ろ
も
あ
つ
て
、
い
わ
ば
申
間
形
を
呈
し
て
い
る
)
。
が
、
こ
れ
を
除
け
ば
、
B
本
に
お
け
る
混
同
例
は
、
す
べ
て
四
段
活
用
動
詞
の
未
然
形
に
、
推
量
・
意
志
の
意
の
助
動
詞
「
う
(
う
ず
)
」
が
接
續
す
る
場
合
、
そ
の
未
然
形
の
語
尾
の
ア
段
音
が
後
續
音
と
融
合
し
て
開
長
音
に
な
る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
を
オ
段
音
の
か
な
で
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
こ
れ
と
は
逆
に
、
B
本
に
お
い
て
合
音
を
開
音
の
ご
と
く
に
記
し
て
い
る
も
の
を
示
そ
う
。
こ
ち
ら
の
混
同
例
の
方
が
や
や
數
が
少
な
い
。
内
卦
ニ
ヒ
ツ
コ
ウ
テ
イ
タ
ホ
ト
ニ
所
見
カ
セ
ハ
イ
ソ
(
A
二
46
ウ
)
,
{
居
二塁
ヒ
ツ
カ
ウ
デ
イ
垂
所
レ見
ガ
セ
バ
イ
ゾ
(B
二
訂
ウ
)
四
ヲ
タ
ノ
ウ
テ
イ
タ
ソ
、
柔
邪
テ
ヲ
ツ
テ
人
ヲ
タ
ノ
ウ
テ
媚
ヒ
ヘ
ツ
ラ
ウ
ソ
(
A
四
53
ウ
)
{
四
ヲ
タ
ナ
ウ
デ
イ
灸
柔
邪
デ
ヲ
ツ
テ
人
ヲ
頼
テ
媚
譖
ラ
ゥ
ゾ
(B
塁
物
ト
ハ
ヒ
ロ
ウ
云
ヘ
ト
モ
此
ハ
天
子
ヲ
云
ソ
(
A
四
2
ウ
)
{
物
ト
ハ
騨
云
ヘ
ド
モ
此
ハ
天
雲
ソ
(B
四
%
ウ
)
ア
ラ
シ
ヨ
ウ
ヤ
ト
テ
コ
・
テ
腹
ヲ
立
テ
イ
テ
…
…
(
A
五
15
ウ
)
{ア
ラ
シ
ヤ
ウ
シ
ヤ
ト
云
テ
此
テ
腹
ヲ
立
イ
デ
イ
テ
…
…
(
B
五
1ー
オ
)
は
じ
め
の
二
例
は
、
マ
行
四
段
動
詞
の
連
用
形
が
ウ
音
便
(
長
音
便
)
化
し
て
い
る
も
の
で
、
語
幹
末
が
オ
段
音
で
あ
る
の
で
當
然
合
長
音
に
記
せ
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
B
本
で
は
開
長
音
か
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
最
後
例
は
、
京
大
藏
の
㊧
も
A
本
と
同
じ
な
の
で
、
B
本
に
誤
寫
の
疑
い
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
「
笑
止
」
の
つ
も
り
で
書
か
れ
た
と
し
て
も
、
コ
ワ
イ
敵
ヂ
ヤ
ホ
ド
ニ
セ
ウ
シ
カ
ナ
、
ナ
マ
シ
イ
ゴ
ト
ヲ
シ
テ
ワ
ル
ウ
セ
ハ
ァ
テ
ラ
レ
ウ
ス
ト
テ
ナ
ク
ゾ
(
B
六
37
ウ
)
の
よ
う
に
、
合
音
に
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
A
本
の
よ
う
な
「
ア
ラ
、
シ
ヨ
ウ
ヤ
」
の
つ
も
り
で
書
か
れ
た
と
し
て
も
、
も
ち
ろ
ん
合
音
に
書
く
の
が
正
し
い
の
で
あ
つ
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
B
本
の
こ
の
個
所
は
開
合
を
混
同
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
「
ア
ラ
シ
ヨ
ウ
ヤ
」
は
、
「
あ
あ
、
し
よ
う
が
な
い
よ
」
「
あ
あ
、
つ
ま
ら
な
い
よ
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
つ
て
、
湯
澤
幸
吉
郎
博
士
『
國
語
學
論
考
』
=
一
六
頁
以
下
に
読
か
れ
て
お
り
、
B
本
の
次
例
な
ど
で
も
正
し
く
合
音
に
記
さ
れ
て
い
る
。
此
ハ
九
四
ガ
ナ
リ
ハ
我
身
一
身
ハ
ア
ラ
シ
ヨ
ウ
詞
ト
云
テ
カ
イ
計
ウ
テ
イ
ウ
ト
イ
ウ
ハ
ワ
ル
イ
ゾ
(
B
六
46
オ
)
と
こ
ろ
で
開
合
の
混
亂
例
は
宣
賢
眞
筆
の
も
の
に
も
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
宣
賢
の
據
つ
た
も
の
に
、
す
で
に
混
亂
が
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
天
理
圖
書
館
藏
の
④
は
卷
一
・
四
の
末
に
筆
・太
に
そ
れ
ぞ
れ
「
右
宣
賢
卿
眞
筆
也
加
證
明
訖
弘
化
四
年
十
一
月
九
日
卜
部
良
芳
」
・
萱
賢
鹽
量
也
加
修
璽
弘
化
四
翼
+
百
吉
從
三
位
侍
從
卜
部
良
芳
L
と
あ
り
(卷
二
の
末
に
は
「
加
修
補
畢
弘
化
四
丁
未
歳
從
三
位
侍
從
卜
部
良
芳
」
と
あ
る
が
、
卷
三
の
末
に
は
何
も
な
い
)
、
卷
一
・
二
・
四
(
第
一
冊
全
部
と
第
二
冊
の
後
孚
)
は
清
原
宣
賢
の
筆
と
認
め
ら
れ
る
(
つ
い
で
に
京
大
藏
の
㊧
は
、
表
紙
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
所
牧
の
卦
の
名
と
「
宗
趙
柏
舟
講
小
補
軒
横
川
抄
此
講
句
ζ
有
誤
可
依
用
正
義
」
の
文
字
は
、
④
と
同
様
に
宣
賢
筆
と
考
・冗
ら
れ
る
)
。
そ
し
て
轉
寫
し
た
抄
文
に
間
々
「
」
を
施
し
て
批
到
を
加
え
て
い
る
。
た
と
え
ぼ
、
B
本
で
は
フ
ウ
フ
夫
子
ト
ヨ
メ
バ
孔
子
ニ
マ
ギ
レ
テ
ワ
ル
イ
ゾ
、
此
ハ
只
ヲ
ト
コ
ト
云
心
デ
夫
子
ト
ヨ
ウ
ダ
ガ
ヨ
イ
ゾ
、
我
ガ
習
タ
師
ノ
云
ゾ
(
B
周
易
抄
に
つ
い
て
の
國
[語
學
的
考
察
一
四
九
.
一
五
〇
12
ウ
)
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
④
で
は
こ
の
文
の
前
後
に
「
」
を
し
て
、
右
横
に
「
此
義
甚
不
可
ナ
リ
」
と
宣
賢
筆
で
書
入
れ
て
い
る
。
そ
の
宣
賢
自
筆
本
に
次
の
混
同
例
が
見
ら
れ
る
。
今
時
ナ
ラ
ハ
ソ
ン
テ
ウ
其
人
ニ
ヲ
ン
目
ニ
カ
・
ツ
タ
ト
云
心
ソ
(
四
40
オ
)
右
は
古
活
字
版
本
も
全
く
同
樣
で
あ
り
、
ま
た
⑥
の
一
跋
本
も
今
時
ナ
ラ
ハ
ソ
ン
テ
ウ
其
人
二
御
目
ニ
カ
・
ツ
タ
ト
云
心
ソ
(
四
40
オ
)
と
混
同
し
て
い
る
。
し
か
し
A
本
(
四
39
ウ
)
は
後
竭
の
B
本
の
よ
う
に
正
し
く
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
⑪
の
卷
末
に
「
元
龜
四
年
く
一
五
七
三
V
癸
酉
卯
月
廿
八
日
書
畢
」
と
あ
る
第
一
増
補
本
で
も
、
正
し
く
ソ
ノ
今
時
ナ
ラ
バ
ソ
ン
ヂ
ヤ
ウ
其
人
ニ
ヲ
ン
目
ニ
カ
・
ツ
タ
ト
云
心
ゾ
(
四
4
ウ
)
と
あ
る
。
B
本
は
今
時
ナ
ラ
バ
ソ
ン
ヂ
ヤ
ウ
其
ノ
人
二
御
目
ニ
カ
・
ツ
タ
ト
云
心
ゾ
(
B
四
38
ウ
)
と
正
し
い
。
「
そ
ん
ぢ
や
う
」
は
、
「
そ
の
」
「
そ
こ
」
等
の
上
に
冠
し
て
實
名
を
明
示
し
な
い
よ
う
な
場
合
に
使
わ
れ
る
。
中
近
世
に
わ
た
つ
て
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
時
代
が
降
る
と
開
音
が
合
音
に
な
つ
た
り
、
ヂ
ャ
行
音
が
ジ
ャ
行
音
に
な
つ
た
り
、
長
音
が
短
音
に
な
つ
た
り
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
抄
物
に
も
し
ぼ
し
ぼ
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
丞
-
家
物
語
(百
二
+
句
本
)
の
用
例
を
左
に
引
こ
う
。
さ
た
め
て
い
ま
は
う
ち
て
を
む
け
ら
れ
候
は
ん
す
ら
ん
。
三
井
寺
ほ
う
し
わ
た
な
へ
に
は
そ
ん
ち
や
う
そ
れ
な
ん
と
そ
候
ら
め
。
き
き
ほ
ふ
お
う
は
ゑ
り
う
ち
な
ん
と
つ
か
ま
つ
る
へ
ふ
候
(京
都
府
立
總
合
資
料
館
藏
本
、
第
34
句
。
高
倉
の
宮
の
臣
で
あ
つ
た
競
が
、
夲
宗
盛
に
向
か
つ
て
馬
を
請
う
場
面
で
の
詞
)
「
そ
ん
ぢ
や
う
」
の
語
源
に
關
し
て
は
諸
読
が
あ
る
。
『
和
訓
栞
』
の
「
ソ
レ
ト
イ
フ
」
説
に
據
つ
た
湯
澤
博
士
読
は
、
開
合
混
同
ど
い
う
大
き
な
難
點
の
あ
る
こ
と
が
土
井
博
士
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
(『
國
語
學
論
考
』
書
評
-
,
『
國
語
と
國
文
學
』
15
年
8
月
)
。
上
田
萬
年
博
士
・
樋
口
慶
千
代
氏
の
『近
松
語
彙
』
で
は
、
湯
澤
博
士
の
斥
け
ら
れ
た
「
尊
丈
」
説
を
採
つ
て
い
る
。
が
、
從
い
が
た
い
點
が
存
す
る
。
菊
澤
季
生
氏
は
「
ソ
ン
(其
)
と
い
ふ
の
は
ソ
ノ
の
訛
っ
光
も
の
か
」
(『國
語
研
究
』
14
年
1
月
)
と
述
べ
ら
れ
た
。
「
そ
ん
ぢ
や
う
」
と
い
う
語
が
主
と
し
て
「
そ
」
系
統
の
代
名
詞
の
上
に
冠
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
「
そ
ん
ぢ
や
う
」
の
「
そ
」
は
代
名
詞
の
「
そ
」
と
同
じ
性
質
の
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
語
源
は
「
そ
の
鷲
目
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
保
科
孝
一
氏
は
「
五
山
言
葉
か
も
知
れ
な
い
」
(新
潮
肚
『
日
本
文
學
講
座
1
』
54
頁
)
と
言
わ
れ
た
が
、
李
家
物
語
以
外
に
義
經
記
な
ど
に
も
見
え
、
抄
物
に
お
い
て
も
た
と
え
ぼ
「
環
翠
神
代
抄
」
と
外
題
の
あ
る
靜
嘉
堂
文
庫
藏
の
寫
本
に
ソ
ン
チ
ヤ
ウ
ソ
ノ
ヲ
ン
コ
ト
・
云
心
ソ
(
一
)
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
五
山
言
葉
と
は
限
定
で
き
ま
い
と
思
わ
れ
る
。
三
二
段
活
用
動
詞
が
一
段
活
用
化
し
て
い
る
用
例
に
つ
い
て
述
べ
る
。
B
本
に
は
下
二
段
動
詞
が
下
一
段
化
し
て
い
る
例
が
若
干
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
A
本
に
就
い
て
見
る
ど
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
古
格
を
保
つ
て
二
段
活
用
を
し
て
い
る
。
A
本
、
B
本
と
も
に
下
一
段
化
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
動
詞
は
、
次
例
の
「
ヘ
ル
」
(經
)
で
あ
る
。
暦
ハ
根
本
ハ
此
ニ
カ
イ
タ
歴
ノ
字
ソ
、
ヘ
ル
ト
ヨ
ム
ソ
…
…
湘
ル
ト
ハ
一
日
二
日
三
日
ト
へ
正
月
二
月
三
月
ト
ヘ
ル
心
ソ
(A
{五
37
オ
)
暦
ハ
根
本
ハ
此
ニ
カ
イ
タ
歴
ノ
字
ソ
、
ヘ
ル
ト
云
ゾ
…
…
ぺ
川
ト
ハ
一
日
二
日
ト
ヘ
テ
正
月
二
月
ト
ヘ
ル
心
ゾ
(B
五
26
ウ
)
周
易
抄
に
つ
い
て
の
國
語
學
的
考
察
一
五
一
一
五
二
こ
の
語
は
、
當
時
は
下
一
段
活
用
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
て
、
黒
本
本
節
用
集
や
兩
足
院
本
節
用
集
な
ど
で
も
「
緻
」
で
あ
る
。次
に
示
す
用
例
で
は
、
A
本
は
下
二
段
、
B
本
は
下
一
段
で
あ
る
。
初
九
ハ
マ
タ
初
・10
テ
ワ
タ
リ
カ
ヌ
ル
ソ
(
A
六
49
オ
)
{
初
九
ノ
ナ
リ
ハ
マ
ダ
葱
デ
ワ
タ
リ
カ
ネ
習
ソ
(蓋
オ
)
人
カ
サ
ユ
ル
共
大
事
モ
ア
ル
マ
イ
ソ
(
A
三
35
ウ
)
{人
ガ
サ
ヘ
ル
ト
モ
大
事
モ
ア
ル
マ
イ
ゾ
(
B
三
23
ウ
)
旡
攸
ー
ナ
ヲ
モ
イ
マ
シ
ム
ル
ソ
(A
五
64
ウ
)
{
　
　
旡
レ
攸
レ
利
ト
ハ
ナ
ヲ
モ
戒
メ
ル
ゾ
(
B
五
46
オ
)
善
惡
ハ
カ
ワ
レ
ト
モ
大
極
ハ
,モ
ト
く
ノ
マ
・
ソ
(
A
三
18
オ
)
{
善
惡
ハ
カ
ケ
刺
ト
モ
大
極
ハ
モ
ト
ノ
マ
丶
ゾ
(B
三
n
ウ
)
最
後
例
は
、
④
も
全
く
A
本
と
同
じ
な
の
で
、
B
本
は
お
そ
ら
く
誤
寫
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
第
一
例
の
ご
と
き
は
、
⑳
は
A
本
と
同
樣
に
下
二
段
の
「
カ
ヌ
ル
」
で
あ
る
が
、
⑮
は
B
本
と
同
樣
に
下
一
段
の
「
カ
ネ
ル
」
で
あ
つ
て
、
増
補
本
系
に
下
一
段
化
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
「
ネ
」
の
字
體
が
「
子
」
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
ヌ
」
と
の
字
形
の
紛
れ
も
生
じ
や
す
か
つ
た
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
し
か
し
下
一
段
化
し
て
い
る
も
の
が
他
に
も
存
す
る
か
ら
に
ぱ
、
や
ぱ
り
單
純
な
誤
寫
と
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
(
た
だ
し
同
じ
動
詞
で
あ
つ
て
も
下
二
段
活
用
を
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
B
六
5ー
オ
で
は
「
マ
ダ
難
が
殘
テ
渉
ル
ハ
水
ヲ
渉
ル
ニ
渉
リ
ヵ
ヌ
ル
ヤ
ウ
ナ
ゾ
」
の
よ
う
に
あ
つ
て
、
こ
の
点
⑮
も
同
様
に
下
二
段
で
あ
る
)
。
と
こ
ろ
で
A
本
に
存
し
な
い
、
オ
段
長
音
の
開
合
の
混
同
や
下
二
段
活
用
の
下
一
段
化
が
、
B
本
に
比
率
上
は
僅
少
な
が
ら
も
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
B
本
が
第
二
増
補
本
に
屬
し
、
第
二
増
補
者
が
足
利
學
校
の
關
係
者
ら
し
い
こ
と
が
こ
の
こ
と
に
も
し
も
關
連
し
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
(
あ
る
い
は
『、
コ
ゾ
」
や
「
ナ
…
…
ゾ
」
の
ご
と
き
を
ま
で
含
む
か
?
)
は
、
東
國
語
の
影
響
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
宣
賢
の
轉
寫
し
た
も
の
に
も
、
前
述
の
ご
と
き
開
合
の
混
同
例
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
、
東
國
語
系
の
介
入
を
重
親
す
る
よ
り
も
、
時
代
の
流
れ
が
反
映
し
て
い
る
と
見
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
B
本
に古
法
ヲ
行
ナ
ウ
へ
人
ガ
引
ケ
ガ
イ
ヤ
ス
イ
ゾ
、
新
法
ヲ
變
ス
ル
ヲ
バ
チ
ャ
ト
人
ガ
ウ
ケ
ガ
ワ
ヌ
ゾ
(B
五
25
オ
)
と
あ
る
動
詞
「
う
け
が
ふ
」
が
、
ま
た
三
公
二
物
ヲ
申
ト
モ
ゲ
ニ
モ
ト
ウ
ケ
ゴ
ワ
レ
ウ
ゾ
(
B
四
63
オ
)
物
ヲ
改
ル
事
ヲ
バ
人
ガ
チ
ャ
ツ
ト
ウ
ケ
ゴ
ワ
ヌ
ゾ
(
B
五
25
オ
)
の
よ
う
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
絡
止
(連
體
)
形
の
「
う
け
が
ふ
」
に
開
合
の
混
同
が
生
じ
、
た
め
に
語
幹
が
「
う
け
ご
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
い
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
表
記
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
じ
つ
は
A
本
で
も
「
ウ
ケ
コ
ハ
レ
ウ
ソ
」
(
四
6
オ
)
・
「
ウ
ケ
コ
ハ
ヌ
ソ
」
(
五
35
オ
)
と
あ
つ
て
、
原
本
系
か
ら
す
で
に
開
合
混
同
の
徴
證
が
ほ
の
か
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
ア
ヘ
テ
ト
　ン
　
　
他
の
抄
物
に
お
い
て
も
、
兩
足
院
藏
の
『
四
河
入
海
』
に
「
肯
字
ハ
ウ
ケ
カ
ウ
テ
行
心
ソ
」
(
二
一
末
13
ウ
)
と
あ
る
傍
線
部
が
、
古
活
字
版
に
は
「
ウ
ケ
コ
ウ
テ
」
と
あ
つ
て
、
も
し
も
東
編
寺
藏
本
…
大
永
七
年
〈
一
五
二
七
〉
頃
か
ら
天
文
二
年
く
一
五
三
三
V
頃
へ
か
け
て
の
笑
雲
自
筆
本
か
と
さ
れ
る
ー
に
、
こ
の
卷
が
現
存
し
て
お
れ
ぼ
、
お
そ
ら
く
古
活
字
版
と
同
樣
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
薙
測
さ
れ
る
.
ま
た
『無
改
齬
畢
』
に
よ
れ
ば
、
『饅
靂
本
』
三
ウ
ケ
ガ
ウ
L
と
共
三
ウ
ケ
ゴ
ウ
L
も
周
易
抄
に
つ
い
て
の
國
語
學
的
考
察
一
五
三
一
五
四
載
つ
て
い
る
。
柏
舟
は
二
十
五
歳
の
時
に
笈
を
負
つ
て
足
利
學
校
に
は
い
り
七
年
間
研
學
し
た
と
い
う
。
柏
舟
の
講
述
に
東
國
語
賑
の
混
入
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
な
お
一
そ
う
詳
し
く
諸
本
間
の
異
同
を
調
べ
た
上
で
推
論
す
る
こ
と
と
し
た
い
(管
見
に
入
る
範
園
で
は
A
本
が
最
善
本
と
信
じ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
A
本
に
あ
る
行
間
の
書
入
れ
i
例
え
ば
六
47
オ
の
6
・
7
行
目
の
問
に
約
五
十
字
ほ
ど
書
込
ま
れ
て
い
る
が
ご
と
き
ー
で
、
⑳
に
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、
A
本
が
原
初
の
姿
の
ま
ま
で
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
)
。
四
湯
澤
博
士
『
室
町
時
代
の
言
語
研
究
』
(
以
下
『
室
』
と
い
う
)
に
お
い
て
用
例
未
見
の
旨
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
、
柏
舟
の
周
易
抄
か
ら
例
出
で
き
る
も
の
を
示
す
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ω
「
ナ
…
…
ソ
」
が
力
變
・
サ
變
の
動
詞
を
挿
む
時
は
そ
の
未
然
形
を
取
る
け
れ
ど
も
、
抄
物
で
は
、
サ
變
は
連
用
形
に
變
つ
て
し
ま
つ
て
い
る
。
そ
し
て
力
變
の
適
例
は
未
見
で
あ
る
と
い
う
旨
が
『
室
』
二
九
四
頁
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
抄
に
力
變
も
連
用
形
を
挿
ん
で
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
ク
ル
ヲ
不
レ
距
シ
テ
ナ
キ
ソ
ト
モ
云
ハ
ヌ
ゾ
(
B
三
2
ウ
。
A
34
オ
も
同
文
)
②
『
室
』
一
二
〇
頁
に
已
然
形
の
「
ツ
ベ
ケ
レ
」
の
適
例
が
見
當
た
ら
な
い
と
あ
る
。
本
抄
に
は
次
の
用
例
が
存
す
る
。
B
本
に
代
々
ノ
親
ヲ
考
ト
云
ツ
ベ
ケ
レ
ド
モ
周
公
ノ
シ
タ
ヲ
不
レ
改
ゾ
(B
ニ
ー9
オ
)
と
あ
り
、
A
本
で
も
ほ
ぼ
同
樣
に
考
ハ
代
々
ヲ
ヤ
ヲ
云
ツ
ヘ
ケ
レ
ト
モ
周
公
ノ
シ
タ
ヲ
不
改
ソ
(
A
二
27
ウ
)
と
あ
る
。
㈲
『室
』
一
四
四
頁
に
、
「
ウ
ズ
ル
」
を
絡
止
形
に
用
い
た
例
が
見
當
た
ら
ぬ
と
あ
る
。
す
で
に
大
塚
氏
「
ウ
ズ
と
ウ
ズ
ル
」
(『國
語
國
文
』
31
年
9
月
)
に
、
他
抄
か
ら
の
用
例
と
と
も
に
引
か
れ
て
い
る
が
、
B
本
に
左
の
例
が
あ
る
。
君
ト
ハ
九
五
ニ
ツ
カ
ハ
レ
テ
ヤ
ツ
ハ
リ
ソ
コ
ニ
イ
ウ
ズ
ル
ト
云
心
ア
ル
程
二
貞
吉
ゾ
(B
二
5
ウ
)
た
だ
し
こ
の
文
は
A
本
に
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
抄
物
に
關
す
る
國
語
學
的
專
著
と
し
て
は
前
述
の
『室
』
が
あ
る
。
『室
』
は
室
町
時
代
語
法
の
用
例
に
つ
い
て
の
、
い
わ
ば
辭
書
的
存
在
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
の
資
料
と
な
つ
た
抄
物
の
ほ
と
ん
ど
は
江
戸
時
代
の
版
本
で
あ
る
の
で
、
室
町
期
の
古
寫
本
と
の
問
に
時
に
異
同
を
冤
れ
な
い
。
そ
の
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
今
ま
で
に
大
塚
氏
が
述
べ
ら
れ
(「誤
讀
.
二
つ
の
場
合
」
i
i
『
國
語
國
文
』
36
年
4
月
、
そ
の
他
)
、
わ
た
く
し
も
觸
れ
て
き
た
(「
中
世
の
謎
に
つ
い
て
」1
『
佛
教
大
學
研
究
紀
要
52
』
43
年
3
月
、
な
ど
)。
な
お
今
後
も
指
摘
さ
れ
る
も
の
が
出
て
來
る
で
あ
ろ
う
が
、
大
塚
氏
が
最
近
「
詩
學
大
成
抄
と
こ
と
ぼ
」
(『
國
語
國
文
』
43
年
9
月
)
の
中
で
『
室
』
=
二
七
・
=
二
九
頁
の
用
例
に
觸
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
關
し
て
、
一
言
付
加
し
て
お
こ
う
。
湯
澤
博
士
が
引
例
さ
れ
た
中
の
「
お
…
…
や
る
」
の
四
河
入
海
の
用
例
が
東
輻
寺
本
で
は
拗
音
で
な
い
こ
と
を
氏
は
述
べ
ら
れ
た
が
、
蒙
求
抄
の
用
例
も
兩
足
院
本
で
は
左
の
傍
線
部
の
よ
う
に
「
ア
」
と
あ
っ
て
「
ヤ
」
で
は
な
い
。
大
牢
テ
ヲ
マ
ツ
リ
ア
ツ
タ
ソ
(
中
の
下
3
ウ
)
ま
た
、
湯
澤
博
士
の
引
か
れ
た
「
お
」
を
も
た
な
い
「
…
…
あ
る
」
の
用
例
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
煮
テ
引
コ
ロ
シ
ア
ラ
ウ
ト
モ
(
陽
明
文
庫
藏
蒙
求
抄
、
五
)
灯
ヲ
ハ
シ
刻
ト
ホ
シ
ア
ル
ナ
ソ
(兩
足
院
藏
四
河
入
海
、
三
本
。
東
輻
寺
本
に
も
「
ヲ
」
が
あ
る
)
。
天
下
ヲ
取
ト
ヲ
・
モ
ヤ
ア
ル
カ
ト
云
ソ
(兩
足
院
藏
蒙
求
抄
、
中
の
下
2ー
オ
)
周
易
抄
に
つ
い
て
の
國
語
學
的
考
察
一
五
五
一
五
六
ヲ
『
室
』
=
二
六
頁
に
蒙
求
抄
か
ら
引
例
の
「
代
々
公
ニ
ナ
リ
タ
イ
ト
思
イ
ア
ル
カ
」
も
、兩
足
院
本
で
は
「
ト
思
ヒ
」
と
あ
っ
て
、
「
思
」
の
右
上
の
「
ヲ
」
を
「
御
」
の
意
を
示
す
も
の
と
受
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
兩
足
院
本
に
も
「
お
」
を
と
ら
な
い
例
が
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
光
武
ノ
親
類
ニ
ハ
ナ
レ
タ
ヤ
ウ
ニ
カ
ナ
シ
ウ
思
ピ
ア
ツ
タ
ソ
(
申
の
下
3
ウ
)
周
易
抄
で
は
左
の
よ
う
に
「
御
」
を
と
る
。
王
ノ
我
ト
御
出
ア
ツ
テ
ト
ラ
ヘ
ラ
レ
ハ
從
ハ
ウ
ソ
(
A
二
3
オ
。
B
24
オ
は
「
御
出
デ
ア
ツ
テ
」
)
太
子
ノ
〈
主
格
〉
父
ヲ
御
ノ
ロ
イ
ア
ル
ト
云
ソ
(
A
二
25
オ
。
B
も
同
様
)
な
お
A
本
の
「
御
座
ア
ル
」
が
、
B
本
で
(
㊧
も
)
「
御
入
ア
ル
」
と
な
つ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
カ
ウ
王
者
ノ
御
座
ア
ル
ポ
ト
ニ
王
モ
萬
民
モ
不
憂
ソ
(
A
六
ー
ウ
)
カ
ゥ
王
者
ノ
御
入
ア
ル
ホ
ト
ニ
王
モ
萬
民
モ
不
レ
憂
ゾ
(B
六
ー
ウ
)
た
だ
し
左
の
例
で
は
A
本
も
B
本
も
「
御
座
ア
ル
」
で
あ
る
。
門
ヲ
ト
ヂ
テ
ヒ
ツ
コ
ウ
デ
御
座
ア
ル
ゾ
(
B
三
14
ウ
)
謙
1fiG
動
11I
の
「
マ
イ
ラ
ス
ル
」
が
、
B
本
で
一
個
所
「
マ
ラ
ス
ル
」
の
よ
う
に
な
つ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
虞
人
ガ
養
物
ノ
ナ
イ
時
ハ
カ
リ
〈
狩
〉
ヲ
シ
テ
マ
ラ
セ
ツ
ナ
ン
ド
ス
ル
ゾ
(
B
六
18
ウ
)
A
本
や
㊥
で
は
「
カ
リ
ヲ
シ
テ
潮
イ
ラ
で
ツ
ナ
ン
ト
ス
ル
ソ
」
と
あ
り
、
ま
た
B
本
で
も
左
例
で
は
A
本
や
㊧
と
同
樣
に
「
マ
イ
ラ
ス
ル
」
と
あ
る
の
で
、
右
の
「
マ
ラ
セ
」
も
あ
る
い
は
「
イ
」
の
誤
蛻
か
も
知
れ
な
い
。
サ
で
士
タ
ル
者
ガ
羊
ヲ
劃
テ
庸
ヘ
マ
イ
ラ
ス
ル
ニ
…
…
(
B
五
48
ウ
)
周
易
抄
は
資
料
の
性
質
か
ら
か
、
敬
讓
表
現
が
比
較
的
少
な
く
て
、
確
論
を
な
す
に
は
困
難
で
あ
る
。
版
本
と
古
寫
本
と
の
抄
文
の
相
違
に
基
づ
く
異
見
で
は
な
し
に
、
『
室
』
の
誤
植
・
誤
腕
に
類
す
る
も
の
を
氣
つ
い
た
範
圍
で
示
そ
う
と
す
る
こ
と
も
、
『
室
』
の
利
用
度
が
大
き
い
が
ゆ
え
に
、
あ
な
が
ち
無
盆
で
は
な
か
ろ
う
。
漢
數
字
と
ア
ラ
ビ
ヤ
數
字
と
は
『
室
』
の
頁
と
行
と
を
示
し
、
↓
は
そ
の
下
の
よ
う
に
訂
正
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
。
○
=
一
7
史
記
索
引
序
↓
史
記
索
隠
序
〇
一
六
8
刀
筆
吏
↓
刀
筆
史
〔
ほ
ん
と
う
は
「
吏
」
が
正
し
い
。
兩
足
院
本
は
「
吏
」
。
寛
永
版
は
「
史
」
と
誤
植
〕
〇
三
五
4
同
、
八
ノ
一
、
七
ウ
↓
同
、
八
ノ
一
、
一
七
ウ
〇
三
五
10
同
、
五
、
八
オ
↓
蒙
、
五
、
八
オ
〇
五
九
12
四
河
、
ニ
ノ
一
、
一
九
ウ
↓
四
河
一
一
ノ
一
、
九
ウ
〇
五
九
13
二
五
ノ
四
、
三
一
↓
二
五
ノ
四
、
三
一
オ
〇
六
二
8
イ
ツ
マ
デ
榮
フ
ベ
キ
ゾ
↓
イ
ツ
マ
テ
カ
榮
フ
ベ
キ
ゾ
O
l
o
l
8
四
河
、
八
ノ
一
、
三
ニ
ノ
三
↓
四
河
、
八
ノ
一
、
三
ニ
オ
o
l
l
六
1
「
所
領
ヲ
取
セ
テ
ブ
ゲ
ン
シ
ヤ
ニ
ナ
サ
レ
イ
(同
、
三
、
=
ニ
ウ
)
」
は
、
『
室
』
三
四
〇
13
の
「
所
領
ウ
…
…
三
、
一
ニ
ウ
)
」
と
同
じ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
〇
一
四
八
15
花
ト
云
ヘ
ハ
聞
テ
↓
花
ト
云
ヘ
ハ
開
テ
〇
一
五
六
14
カ
ウ
濤
ラ
レ
タ
ニ
ヨ
ツ
テ
↓
カ
ウ
疇
ラ
レ
タ
ニ
ヨ
ツ
テ
カ
〇
一
六
九
12
四
河
、
四
ノ
七
、
四
六
オ
↓
四
河
、
七
ノ
四
、
四
六
オ
周
易
抄
に
つ
い
て
の
國
語
學
的
考
察
一
五
七
一
五
八
〇
一
九
ニ
ー6
「
手
ナ
物
ヲ
失
ス
ル
カ
如
ク
(
四
河
、
二
四
ノ
ニ
、
六
一
オ
)
」
は
該
當
個
所
に
用
例
が
見
あ
た
ら
な
い
。
〇
二
〇
六
10
蒙
求
、
一
、
序
三
ウ
↓
蒙
求
、
一
、
序
四
ウ
〇
二
二
五
6
滄
防
か
↓
燒
亡
〔
こ
れ
は
誤
植
訂
正
で
な
く
見
解
の
相
違
〕
〇
二
三
九
14
四
河
、
五
ノ
ニ
、
四
三
ウ
↓
四
河
、
六
ノ
ニ
、
四
三
ウ
〇
二
五
八
10
コ
テ
ヘ
ラ
レ
ウ
↓
コ
ラ
ヘ
ラ
レ
ウ
〇
三
〇
五
6
「
傳
ノ
書
キ
タ
イ
ト
思
フ
カ
ク
セ
ソ
(蒙
求
、
七
、
三
ウ
)
」
は
該
當
個
所
に
用
例
が
な
い
。
〇
三
一
九
13
合
、
二
、
二
七
ウ
↓
同
、
二
、
二
七
ウ
(昭
和
43
・
1
・
30
稿
)
〔
補
記
〕
元
祿
十
五
年
版
『
倭
版
書
籍
考
』
(
幸
島
宗
意
著
、
十
卷
)
が
國
書
刊
行
會
の
『
解
題
叢
書
』
に
收
め
ら
れ
て
い
る
が
、
卷
五
の
「
醫
方
大
成
論
」
の
個
所
に
「
越
前
一
柏
の
鈔
」
(四
五
三
頁
)
と
見
え
る
。
大
塚
氏
の
引
か
れ
た
月
舟
の
『
幻
雲
文
集
』
に
は
「
關
東
一
柏
震
上
人
」
(『
續
群
書
類
從
十
三
上
』
四
一
三
頁
)
と
あ
り
、
兩
者
が
同
一
人
か
否
か
は
今
後
の
研
究
に
待
つ
。
